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〔
事
実
〕

被
告
Ｙ
（
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
一
九
五
七
年
九
月
二
○
日
に
発
足
し
、
一
九
六
○
年
一
月
二
○
日
に
終
了
し
た
口
数
二
九

口
、
一
口
の
金
額
一
六
弗
六
七
仙
の
模
合
会
（
以
下
二
○
日
会
と
称
す
）
、
お
よ
び
一
九
五
八
年
四
月
五
日
に
発
足
し
、
一
九
六
○
年

四
月
五
日
に
終
了
予
定
で
あ
っ
た
口
数
二
五
口
、
一
口
の
金
額
一
六
弗
六
七
仙
の
模
合
会
（
以
下
五
日
会
と
称
す
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
座

元
（
親
で
あ
る
と
同
時
に
業
務
執
行
者
で
も
あ
る
）
で
あ
る
。
原
告
Ｘ
（
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
二
○
日
会
に
一
口
、
五
日
会
に

二
口
を
有
す
る
模
合
会
員
で
あ
る
。
本
件
模
合
は
、
い
ず
れ
も
入
札
に
よ
り
受
給
者
を
決
定
し
（
そ
の
入
札
方
法
は
、
未
だ
給
付
を
受

け
て
い
な
い
者
１
以
下
、
未
取
講
員
と
称
す
’
の
一
口
に
つ
い
て
拠
出
す
べ
き
金
額
を
入
札
金
額
と
し
て
記
載
入
札
さ
せ
、
最
低

入
札
金
額
の
者
を
そ
の
回
の
受
給
者
と
決
定
す
る
）
、
既
に
給
付
を
受
け
た
も
の
（
既
取
講
員
）
は
、
一
口
金
一
六
弗
六
七
仙
、
未
取

請
負
は
、
入
札
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
入
札
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掛
金
お
よ
び
掛
戻
金
と
し
て
拠
出
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
回
目
ば
、

一
九
六
二
年
六
月
一
九
日
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
決
（
一
九
六
二
年
（
ヲ
）
第
二
一
一
一
号
、
模
合
落
札
金
請
求
事
件
）
琉
球
上
訴
裁
判
所

判
例
集
第
一
○
号
二
三
ｌ
棄
却

特
約
の
な
い
場
合
の
組
合
類
似
の
性
質
を
帯
び

る
模
合
（
頓
母
子
識
）
の
管
理
人
（
座
元
）
の

落
札
金
支
払
義
務

安
次
富

哲
雄
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第
二
審
（
一
九
六
一
年
一
二
月
二
九
日
、
中
央
巡
回
裁
判
所
判
決
）
の
判
旨
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
本
件
模
合
は
、
会
員
相
互
扶
助

の
た
め
の
資
金
の
融
通
を
目
的
と
す
る
組
合
類
似
の
契
約
で
あ
り
、
従
っ
て
、
本
件
の
場
合
、
Ｙ
は
被
併
適
格
を
有
す
る
。
ま
た
、
座

元
た
る
Ｙ
が
自
己
の
名
に
お
い
て
、
模
合
金
を
落
札
者
に
給
付
す
る
こ
と
を
約
し
た
と
Ｘ
は
主
雌
す
る
が
、
本
件
校
合
が
前
述
の
通
り

張
し
た
。

入
札
の
方
法
に
よ
ら
ず
、
全
口
数
一
口
金
一
六
弗
六
七
仙
を
そ
れ
ぞ
れ
拠
出
さ
せ
、
座
元
に
給
付
す
る
（
従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
模
合
の

「
親
」
で
あ
る
）
。
落
札
者
へ
の
給
付
額
は
、
前
述
の
拠
出
金
額
か
ら
、
Ｂ
円
三
○
○
円
相
当
の
座
料
（
幹
事
料
）
を
差
し
引
い
た
額

で
あ
る
。
そ
の
給
付
の
際
、
会
員
一
同
宛
に
借
用
証
書
を
提
出
さ
せ
る
。
座
元
は
、
全
組
合
員
の
委
任
を
受
け
て
模
合
金
の
徴
収
、
帳

簿
の
記
帳
、
そ
の
他
模
合
会
の
事
務
一
切
を
処
理
し
て
い
た
（
従
っ
て
、
模
合
の
業
務
執
行
者
で
あ
る
）
。

Ｘ
は
、
一
九
五
八
年
八
月
二
○
日
に
、
二
○
日
会
の
模
合
を
落
札
し
た
が
、
金
一
一
一
○
弗
（
二
口
分
の
う
ち
）
の
給
付
を
未
だ
受
け
て

お
ら
ず
、
さ
ら
に
五
日
会
の
模
合
を
一
九
五
九
年
八
月
五
日
と
一
九
五
九
年
十
一
月
天
日
に
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
た
が
、
八
月
五
日
に
落

札
し
た
分
の
う
ち
金
三
一
一
一
弗
三
四
仙
、
十
一
月
五
日
に
落
札
し
た
分
の
う
ち
金
一
六
弗
六
七
仙
の
給
付
を
未
だ
受
け
て
い
な
い
。
、
、

座
元
Ｙ
と
Ｘ
と
の
間
に
は
、
会
員
が
模
合
を
落
札
し
た
と
き
は
、
座
元
は
会
員
よ
り
模
合
金
だ
徴
収
し
、
即
座
に
落
札
金
を
自
己
の
名

に
お
い
て
落
札
者
た
る
会
員
に
支
払
う
こ
と
を
約
し
た
。
②
、
本
件
模
合
会
に
お
い
て
は
、
通
常
行
わ
れ
て
い
る
模
合
会
と
同
様
に
慣

習
と
し
て
、
成
文
の
規
定
が
な
い
場
合
で
も
座
元
た
る
Ｙ
は
落
札
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
保
証
資
仔
岸
．
負
う
も
の
で
あ
る
。
以
止
二
点

を
理
由
に
、
Ｘ
は
、
未
受
領
の
落
札
金
の
支
払
を
請
求
し
て
本
訴
提
起
に
お
よ
ん
だ
。

第
一
審
（
一
九
六
○
年
七
月
十
五
日
那
覇
治
安
裁
判
所
判
決
）
は
、
Ｘ
（
原
告
）
孝
一
勝
訴
せ
し
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
（
轆
併
）
側
か
ら
控
訴
、
一
九
五
九
年
八
月
派
、
以
降
の
藷
札
余
は
会
員
杵
、
で
桟
合
金
迄
』
徴
収
す
る
こ
と
左
模

合
会
で
決
議
し
た
こ
と
、
本
件
将
棋
合
は
座
元
責
任
で
ば
な
く
、
会
員
全
休
制
の
縛
約
の
洲
と
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
主
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で
あ
る
と
す
る
と
、
模
合
会
員
の
委
任
に
よ
り
Ｙ
が
模
合
会
の
事
務
一
切
を
処
理
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｘ
主
張
の
よ
う

な
特
約
の
存
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
さ
ら
に
、
通
常
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
模
合
会
に
お
い
て
は
、
成
文
の
規

定
が
な
い
場
合
に
も
、
座
元
は
慣
習
上
、
落
札
者
の
債
務
に
つ
い
て
保
証
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
本
件
模
合
会
の
座
元
た
る
Ｙ
も

右
同
様
、
本
件
請
求
に
か
か
わ
る
模
合
金
に
つ
い
て
、
保
証
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
旨
の
Ｘ
（
被
控
訴
人
）
の
主
張
に
つ
い
て
、
裁

判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
法
は
存
在
し
な
い
し
、
ま
た
、
慣
習
法
お
よ
び
事
実
た
る
慣
習
の
存
在
を
認
む
る
に
足
る
証
拠
も
な
い
と

し
て
し
り
ぞ
け
た
。
結
局
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、
被
控
訴
人
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

Ｘ
（
原
告
・
被
控
訴
人
）
が
上
告
し
た
。
上
告
難
曲
は
左
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

第
一
点
、
原
判
決
は
判
例
述
反
ま
た
は
法
律
の
誤
解
が
あ
る
。

⑩
一
九
五
二
年
四
月
二
一
一
日
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
決
（
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
例
災
第
二
巻
第
一
号
七
一
一
一
頁
）
の
蛎
実
も
、
本

件
の
躯
実
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
二
年
の
判
決
の
噸
案
も
、
寓
古
地
方
川
身
蒜
に
よ
る
宮
古
に
通
常
行
わ
れ

て
い
る
模
合
に
つ
い
て
の
管
理
人
の
資
任
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
案
も
ま
た
、
那
珊
在
の
宮
古
出
身
者
に
よ
る
通
常
行

わ
れ
る
模
合
に
つ
い
て
の
管
理
人
の
責
任
追
及
で
あ
る
。

②
本
件
に
お
い
て
も
、
原
審
は
、
「
座
元
は
、
全
会
員
の
委
任
を
受
け
て
模
合
金
の
徴
収
」
を
な
す
こ
と
を
認
め
て
い
る

が
、
そ
の
こ
と
は
、
前
掲
一
九
五
二
年
四
月
二
二
日
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
決
の
認
め
た
「
徴
収
義
務
」
と
何
等
異
な
る
と
こ
ろ
が

③
本
件
に
お
い
て
も
、
管
理
人
た
る
座
元
ま
た
は
幹
事
は
、
「
民
法
組
合
の
業
務
執
行
者
」
に
外
な
ら
ず
、
「
講
学
上
、
職
務

上
の
当
事
者
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
、
未
給
付
義
務
の
履
行
を
請
求
し
得
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

Ⅲ
落
札
者
た
る
上
告
人
（
Ｘ
）
が
、
未
納
者
か
ら
未
納
金
を
受
領
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
座
元
た
る
業
務
執
行
者
の
了
解

な
い
。
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上
告
理
由
第
一
点
、
第
二
点
に
つ
い
て
。

元
来
、
組
合
類
似
の
性
質
を
有
す
る
無
尽
識
ま
た
は
模
合
の
管
理
人
ま
た
は
座
元
と
称
す
る
者
が
、
会
員
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
権

利
義
務
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
法
則
と
い
う
べ
き
も
の
は
な
く
、
事
実
審
裁
判
所
に
お
い
て
各
個
の
場
合
に
つ
い
て
模
合

規
約
ま
た
は
当
事
者
間
の
契
約
に
従
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
落
札
者
た
る
会
員
が
管
理
人
ま
た
は
座
元
と
称
す
る
者
に
対
し
、
落
札
模
合
金
を
請
求
出
来
る
か
ど
う
か
、
模

合
掛
込
金
の
払
い
込
み
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
模
合
落
札
金
の
交
付
を
請
求
出
来
る
か
ど
う
か
、
い
い
か
え
る
と
管
理
人
ま
た
は

の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
意
思
に
そ
い
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
全
組
合
員
に
非
ざ
る
未
落
札
者

が
自
衛
の
た
め
、
落
札
者
各
人
が
未
納
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
便
宜
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の

こ
と
あ
れ
ば
と
て
座
元
た
る
業
務
執
行
者
が
右
責
任
と
義
務
を
負
担
し
、
ま
た
は
免
責
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
右
決
議
に
は
、

上
告
人
（
Ｘ
）
は
参
加
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
本
件
に
お
い
て
は
、
座
元
に
し
て
業
務
執
行
者
た
る
被
上
告
人
（
Ｙ
）
の
管
理
人

と
し
て
の
責
任
、
義
務
に
消
長
を
き
た
す
も
の
で
は
な
い
。

⑤
本
件
に
お
い
て
、
原
審
が
管
理
人
た
る
被
上
告
人
（
Ｙ
）
の
右
責
任
、
義
務
を
否
定
し
た
こ
と
は
判
例
に
違
反
し
、
法
律

の
誤
解
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

第
二
点
、
民
法
の
組
合
類
似
の
契
約
に
よ
る
、
沖
縄
に
お
い
て
（
特
に
宮
古
地
方
出
身
者
の
間
に
）
通
常
行
な
わ
れ
、
通
常
市
販
の

模
合
規
約
の
ほ
か
、
特
に
塵
元
た
る
管
理
人
の
責
任
を
特
記
し
な
い
場
合
で
も
、
座
元
た
る
管
理
人
の
模
合
金
の
徴
収
は
、
義
務
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
未
納
者
あ
る
場
合
に
は
、
管
理
人
の
名
に
お
い
て
徴
収
し
、
落
札
者
に
給
付
す
る
義
務
あ
る
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。
原
審
が
、
特
約
を
要
す
る
と
し
た
こ
と
は
、
法
律
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
判
旨
〕
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座
元
と
称
す
る
者
の
模
合
落
札
金
支
払
義
務
の
有
無
お
よ
び
範
囲
に
つ
い
て
も
ま
た
こ
れ
等
契
約
の
趣
旨
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ

る
。
・
・
…
・
一
般
に
民
法
組
合
類
似
の
性
質
を
有
す
る
模
合
に
お
け
る
模
合
事
務
処
理
の
委
任
を
受
け
た
座
元
の
権
限
は
、
模
合
規
約
ま

た
は
当
事
者
間
の
契
約
に
特
段
の
定
め
の
な
い
場
合
は
、
民
法
第
六
七
一
条
の
規
定
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
会
務
に
関
し
て
善
良
な
る

管
理
者
の
注
意
義
務
を
尽
し
受
け
取
っ
た
物
の
引
渡
義
務
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
座
元
と
し
て
は
模
合
に
関
し
そ

の
集
収
し
た
模
合
金
の
現
存
す
る
限
度
に
お
い
て
弁
済
す
る
の
義
務
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

従
っ
て
原
判
決
が
、
本
件
模
合
の
座
元
に
自
己
の
名
に
お
い
て
未
払
模
合
金
を
落
札
者
に
給
付
す
る
義
務
が
生
ず
る
に
は
、
特
段
の

規
約
ま
た
は
契
約
の
定
め
あ
る
を
要
す
る
と
判
示
し
た
こ
と
は
正
当
で
あ
っ
て
、
原
判
決
に
模
合
会
の
座
元
の
権
利
義
務
に
関
し
こ
れ

を
誤
解
し
た
違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
当
裁
判
所
が
本
件
と
同
種
の
一
九
五
二
年
（
オ
）
第
一
四
号
事
件
に
つ
い
て
一
九
五
二
年
四
月
二
二
日
言
い
渡
し
の
あ

っ
た
判
決
（
は
）
…
…
特
約
な
き
場
合
の
組
合
の
性
質
を
帯
び
た
模
合
管
理
人
の
落
札
金
払
渡
義
務
は
、
取
り
入
れ
模
合
金
の
現
存
す

る
限
度
で
あ
る
と
解
す
べ
き
こ
と
前
示
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
前
説
示
の
限
度
に
お
い
て
右
判
例
は
変
更
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

〔
参
照
条
文
〕
民
法
第
六
七
一
条
・
組
合
ノ
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
組
合
員
ニ
ハ
第
六
四
四
条
乃
至
第
六
五
○
条
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス

『
判
旨
は
概
ね
妥
当
で
あ
る
。

’
一
、
本
件
は
、
模
合
（
無
尽
識
、
頓
母
子
識
、
識
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
ｌ
ま
た
は
寄
合
と
い
う
語
も
使
用
さ
れ

る
ｌ
）
に
関
し
、
そ
れ
が
民
法
の
組
合
類
似
の
性
質
を
有
す
る
場
合
に
、
そ
の
管
理
人
（
管
理
人
な
る
語
は
、
模
合
の
業
務
執
行
者

を
意
味
す
る
。
通
常
、
模
合
の
親
Ｉ
初
回
に
お
い
て
抽
銭
・
入
札
等
を
経
ず
に
給
付
金
を
受
け
る
者
を
指
す
ｌ
が
い
る
場
合
に

は
、
親
が
管
理
人
を
兼
ね
る
。
本
件
で
も
親
が
管
理
人
を
兼
ね
て
い
る
）
は
、
慣
習
ま
た
は
識
規
約
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、

〔
研
究
〕
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三
、
模
合
の
沿
革
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
模
合
に
関
し
て
、
判
決
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
る
限
り
で
は
、
模
合
は
、
無
尽
識
、
頬
母
子
頓
ま
た
は
識
と
同
じ
意
義
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
。
例
え
ば
頬
母
子
識
（
無
尽
識
・

識
を
代
表
せ
し
め
て
頓
母
子
識
と
い
う
語
を
使
用
す
る
）
の
定
義
を
掲
げ
る
と
、
「
識
は
、
数
人
が
一
定
の
時
期
毎
に
一
定
の
金
銭
を

拠
出
し
、
抽
鑓
若
し
く
は
入
札
の
方
法
に
よ
り
凡
て
の
当
事
者
を
し
て
順
次
に
財
産
上
の
利
益
を
受
け
し
む
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契

約
な
り
と
す
」
（
石
坂
・
改
纂
民
法
研
究
（
下
）
所
以
「
識
ノ
法
休
上
ノ
性
画
」
）
と
か
、
「
噸
母
子
識
と
は
数
人
が
、
一
定
の
回
数
と
給
付
す

べ
き
鐘
航
と
予
定
し
、
疋
馴
に
夫
々
其
の
侍
ｕ
に
応
じ
た
る
韮
山
叩
の
掛
込
を
為
さ
し
め
、
各
掛
込
者
に
対
し
て
ば
順
次
に
抽
鼓
入
札

其
他
の
方
法
に
依
り
、
金
品
の
給
付
を
為
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
紐
縦
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
巾
井
・
頬
母
子
識
と
其
の
法
排
関
係
八
一

頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
沖
純
で
通
常
行
な
わ
れ
て
い
る
模
合
も
、
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
限
り
で
は
同
様
に
定
義
さ
れ
得
る
（
判
決
は
具
体

的
事
案
の
解
決
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
一
般
的
な
定
義
を
な
し
て
い
る
の
が
少
な
く
、
引
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
し
の
ば
な
い
の
で
頬
母
子
識
の

定
義
を
そ
の
櫛
成
蕊
薬
に
分
緤
し
ｌ
す
な
わ
ち
、
数
人
の
当
事
者
が
組
織
す
る
こ
と
、
一
定
の
口
数
と
給
付
額
を
予
定
す
る
こ
と
、
定
掴
』
そ
れ
ぞ
れ

持
口
腱
応
じ
た
る
金
脇
の
払
込
を
な
す
こ
と
、
総
て
の
識
員
が
特
定
の
方
法
握
よ
り
順
次
に
給
付
を
受
け
る
こ
と
ｌ
そ
の
上
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
と
す

る
）
。
例
え
ば
、
本
件
の
二
○
日
会
（
五
日
会
も
同
様
で
あ
る
）
を
見
る
と
、
会
員
机
互
扶
助
の
た
め
出
資
金
の
融
通
を
目
的
と
し
、

口
数
二
九
口
、
一
口
の
金
額
一
六
弗
六
七
仙
、
毎
月
開
会
、
入
札
に
よ
り
給
付
者
を
決
定
す
る
契
約
で
あ
る
、
と
認
定
さ
れ
て
い
る

（
そ
の
他
、
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
決
一
九
五
二
・
七
・
八
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
例
集
二
・
一
・
七
三
、
中
央
巡
同
裁
判
所
判
決
一
九
六
五
・
二
・
二
四

〔
一
九
六
四
年
、
第
二
二
号
〕
、
中
央
巡
回
裁
判
所
判
決
一
九
六
五
・
七
・
八
琉
球
上
訴
織
判
所
判
例
集
一
三
・
一
三
二
、
巾
央
糺
同
論
判
所
一
九
六
六

掛
戻
金
の
不
履
行
を
な
し
て
い
る
模
合
会
員
に
代
わ
り
、
自
己
の
出
捕
を
以
っ
て
弁
済
す
べ
き
責
任
を
負
わ
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

次
に
、
同
じ
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
決
（
一
九
五
二
年
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
例
集
第
二
巻
第
一
号
七
三
頁
）
を
変
更
し
た
も
の
と
す

る
◎
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⑪
学
説
は
、
一
般
に
頬
母
子
識
を
二
つ
の
型
に
分
け
て
説
明
す
る
。
一
は
議
員
相
互
が
一
団
と
な
っ
て
協
力
し
、
識
員
全
体
の
共

同
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、
議
員
相
互
の
契
約
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
（
内
井
・
頬
母
子
識
と
其
の
法
律
関
係
七
五
頁
以

下
は
、
こ
れ
を
集
団
的
頬
母
子
識
と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
注
釈
民
法
（
、
）
一
一
一
四
五
頁
参
照
）
、
他
は
講
元
・
講
主
等
と
呼
ば
れ
る
者
が
、
自

己
の
個
人
的
事
業
と
し
て
各
講
員
と
加
入
契
約
を
結
び
、
も
っ
ぱ
ら
自
己
の
責
任
に
お
い
て
事
業
の
運
営
を
な
す
も
の
宙
井
・
前
掲

書
七
六
頁
以
下
は
、
こ
れ
を
個
別
的
頬
母
子
譜
と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
注
釈
民
法
（
灯
）
三
四
五
頁
参
照
）
で
あ
る
。
前
者
（
集
団
的
頬
母
子

識
）
は
、
講
員
間
に
団
体
的
関
係
が
生
ず
る
点
で
民
法
上
の
組
合
に
類
似
し
、
後
者
（
個
別
的
頓
母
子
譜
）
は
、
各
加
入
者
と
頬
母

子
識
経
営
者
と
の
単
線
的
・
個
別
的
関
係
が
生
ず
る
も
の
で
、
講
員
間
に
な
ん
ら
の
法
律
関
係
も
生
じ
な
い
点
で
組
合
と
は
全
く
異
な

る
講
元
と
加
入
者
間
の
特
殊
な
契
約
と
解
さ
れ
て
い
る
（
石
坂
・
改
纂
民
法
研
究
（
下
）
七
一
八
頁
以
下
「
識
ノ
法
律
上
ノ
性
質
」
、
由
井
・
前

四
、
頼
母
》

観
し
て
み
る
。

照
、-'

。

・
二
・
一
二
〔
一
九
六
四
年
、
第
三
七
八
号
〕
、
那
覇
地
判
一
九
六
八
・
九
・
一
七
〔
一
九
六
四
年
、
第
二
六
一
一
一
号
〕
、
那
覇
地
判
一
九
六
九
・
一
一
。
二

八
〔
一
九
六
五
，
第
二
七
二
号
、
二
七
三
号
〕
等
参
照
）
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
模
合
と
い
っ
て
も
、
一
個
の
特
定
し
た
タ
イ
プ
を
持
っ
た
契
約
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
は
、
頬
母
子
識
の

場
合
と
同
様
で
あ
る
。
⑩
娯
楽
、
社
寺
参
拝
を
主
な
目
的
と
し
た
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
内
容
を
も
っ
た
も
の
。
②
親
睦
、
友
人
の

扶
助
等
全
員
が
協
同
に
達
成
せ
ん
と
す
る
主
た
る
目
的
が
存
在
し
、
識
員
各
自
の
金
融
は
第
二
次
的
な
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
。
③
従

来
の
頬
母
子
識
ま
た
は
模
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
椎
成
を
取
り
つ
つ
も
、
純
粋
な
る
金
融
機
関
と
化
し
た
も
の
。
㈹
営
業
無
尽
に
類
似
し

た
頓
母
子
識
。
⑤
純
粋
な
る
営
業
無
尽
等
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
存
在
す
る
（
戒
能
「
無
尽
識
再
論
」
法
律
時
報
五
巻
四
号
一
六
五
九
頁
参

頬
母
子
識
の
法
律
上
の
性
質
お
よ
び
業
務
執
行
者
の
給
付
金
（
落
札
金
）
交
付
に
関
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
判
例
・
学
説
を
慨
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掲
番
七
五
頁
以
下
、
我
妻
・
債
樅
各
論
（
中
巻
二
）
八
五
一
頁
、
注
釈
民
法
（
、
）
三
四
五
頁
参
照
）
。
も
っ
と
も
、
い
わ
ゆ
る
集
団
的
頓
母
子
識

に
お
い
て
も
、
組
合
契
約
そ
の
も
の
と
み
る
か
（
石
坂
。
前
掲
書
七
一
八
頁
以
下
「
識
の
法
律
上
ノ
性
質
」
）
、
組
合
類
似
の
無
名
契
約
と
み

る
か
（
戒
能
・
無
尽
法
一
一
頁
以
下
、
田
井
・
前
掲
書
一
○
七
頁
以
下
、
注
釈
民
法
（
灯
）
三
五
一
頁
等
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
組
合
契

約
説
と
組
合
類
似
の
無
名
契
約
説
の
差
異
は
、
民
法
上
の
組
合
と
識
の
共
通
性
な
い
し
類
似
性
の
側
面
を
強
調
す
る
か
、
民
法
上
の
組

合
に
対
す
る
讃
の
特
異
性
の
側
面
造
強
調
す
る
か
の
差
異
に
す
ぎ
な
い
（
注
釈
民
法
（
灯
）
三
五
○
頁
、
な
お
我
妻
・
前
掲
書
八
五
一
頁
は

「
ほ
と
ん
ど
表
現
の
筆
に
す
ぎ
な
い
」
と
さ
れ
る
）
。

判
例
も
学
説
と
同
様
で
あ
る
。
識
元
の
講
金
横
領
罪
の
成
否
を
め
ぐ
る
事
案
に
関
し
、
大
正
二
年
の
大
審
院
判
決
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
識
に
は
「
識
員
全
休
力
一
定
ノ
時
期
二
一
定
ノ
金
員
ヲ
拠
出
シ
一
定
ノ
時
期
毎
二
拍
薮
又
ハ
落
札
ノ
方
法
一
一
依
り
各
講
員

ヲ
シ
テ
拠
出
ノ
講
金
中
ヨ
リ
若
干
ノ
金
額
ノ
交
付
ヲ
受
ク
ル
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
契
約
ノ
下
一
一
」
組
織
さ
れ
る
識
と
、
「
会
主
ト
称
ス
ル
者

力
自
己
ノ
事
業
ト
シ
テ
講
員
ヲ
募
集
シ
一
定
ノ
時
期
毎
一
一
一
定
額
ノ
金
ヲ
払
込
マ
シ
メ
毎
会
抽
籔
又
ハ
落
札
ノ
方
法
一
一
依
り
一
定
ノ
金

員
ヲ
会
員
一
一
交
付
ス
ル
組
織
」
の
識
と
が
あ
り
、
前
者
は
「
一
種
ノ
組
合
契
約
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
法
律
関
係
ハ
単
二
講
貝
各
自
卜

識
元
ダ
ル
会
王
ト
ノ
間
二
成
立
」
す
る
（
大
判
大
一
一
。
一
○
・
一
一
刑
録
一
九
・
九
六
三
）
。
集
団
的
蝋
母
子
識
に
つ
い
て
、
「
組
合
類
似
の

無
名
契
約
」
と
す
る
も
の
（
甲
府
地
判
昭
二
七
・
一
○
・
一
四
下
民
三
・
一
○
・
一
四
五
一
一
一
）
、
「
組
合
類
似
の
関
係
」
と
す
る
も
の
（
岐
判
昭

四
二
・
三
・
三
一
民
錐
一
一
一
・
二
・
四
九
一
一
、
岐
判
昭
四
一
一
・
四
・
一
八
民
柴
一
一
一
・
一
一
・
六
五
九
）
が
あ
る
。
結
局
、
判
例
も
い
わ
ゆ
る
集
団

的
頓
母
子
識
を
組
合
類
似
の
性
質
を
有
す
る
と
見
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

模
合
に
関
す
る
判
例
も
い
わ
ゆ
る
集
団
的
頼
母
子
識
に
相
当
す
る
も
の
と
、
個
別
的
頓
母
子
識
に
相
当
す
る
も
の
に
分
け
、
前
者
を

組
合
類
似
の
性
質
を
有
す
る
と
す
る
（
那
鋼
地
判
一
九
六
九
・
二
・
二
八
’
’
九
六
五
ｍ
鏑
二
七
二
・
二
七
三
鑑
参
郷
）
．

も
ち
ろ
ん
、
頬
母
子
識
の
法
律
的
性
質
を
問
題
に
す
る
の
は
、
頼
趾
子
識
を
め
ぐ
っ
て
発
生
す
る
共
休
的
な
紛
争
に
対
し
て
鮫
駒
妥
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当
な
解
決
を
与
え
る
た
め
の
一
般
的
な
判
断
枠
組
を
得
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
注
釈
民
法
（
、
）
三
四
五
頁
。
な
お
三
崎
「
噸
母
子
識
の
木

取
口
者
の
象
の
申
合
せ
に
よ
そ
掛
戻
金
取
立
方
法
の
変
更
が
で
き
る
と
さ
れ
た
事
例
」
ｌ
最
判
昭
四
二
・
三
・
三
一
民
蝶
一
二
・
二
・
四
九
二
頁
事

件
の
評
釈
－
－
民
商
五
七
巻
五
九
九
頁
は
、
「
学
説
上
の
法
的
性
格
づ
け
ば
単
に
識
の
法
律
上
の
理
解
の
一
応
の
目
や
す
を
与
え
る
も
の
で
し
か
な
上

と
す
る
）
。
従
っ
て
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
頓
母
子
識
の
う
ち
集
団
的
頼
母
子
講
Ⅱ
組
合
類
似
の
無
名
契
約
と
さ
れ
る
の
は
、
識
員
相

互
が
一
団
と
な
っ
て
協
力
し
、
議
員
全
体
の
共
同
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
講
員
相
互
の
契
約
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
○

で
、
実
質
的
に
金
融
機
関
化
し
た
も
の
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
娯
楽
等
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
親
睦
・
扶
助
と

主
た
る
目
的
と
し
金
融
は
副
次
的
目
的
に
す
ぎ
な
い
頓
母
子
識
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
組
合
と
み
て
、
組
合
の
規
定
を
適
用
し
て
も
よ

い
。
従
来
の
頬
母
子
識
の
構
成
を
と
り
つ
つ
も
金
融
機
関
化
し
た
も
の
を
組
合
類
似
の
無
名
契
約
と
す
る
の
は
、
「
金
融
機
関
化
し
た

頓
母
子
識
」
の
特
殊
性
（
米
欧
講
口
者
と
既
取
講
口
者
の
対
立
が
あ
る
こ
と
、
個
人
的
能
力
は
問
題
と
す
る
必
要
な
く
支
払
能
力
お
よ
び
支
払
意
思

を
問
題
と
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
、
識
の
存
立
を
支
え
る
主
要
な
経
済
的
基
盤
が
講
員
に
対
す
る
掛
金
請
求
権
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
債
権
を
確
実

に
か
つ
容
易
に
行
使
・
実
現
し
う
る
よ
う
に
業
務
執
行
者
の
権
限
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
）
の
た
め
に
組
合
規
定
の
中
の
あ
る
も
の
を
適

用
排
除
し
制
限
（
組
合
員
間
に
本
質
的
利
害
対
立
の
な
ど
」
と
を
前
提
と
し
た
規
定
の
排
除
、
組
合
員
の
個
人
的
素
質
を
重
要
視
し
た
規
定
の
適
用
否

定
な
い
し
制
限
、
業
務
執
行
規
定
の
適
用
制
限
）
す
る
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、
特
殊
性
と
か
か
わ
り
な
い
場
合
に
は
、
頬
母
子
識
は
無
名

契
約
と
は
い
え
、
民
法
の
組
合
に
類
似
す
る
構
成
を
と
る
の
で
、
組
合
の
規
定
を
（
類
推
）
適
用
し
う
る
（
戒
能
、
前
掲
書
一
二
頁
以
下

参
照
）
。
営
業
無
尽
に
類
似
し
た
頼
母
子
講
Ⅱ
個
別
的
頬
母
子
識
は
、
実
質
的
に
は
、
無
尽
業
法
〔
（
昭
和
六
年
、
法
律
第
四
一
一
号
）

「
金
銭
以
外
ノ
財
産
ノ
給
付
ヲ
目
的
」
と
す
る
場
合
（
一
条
）
〕
、
相
互
銀
行
法
〔
（
昭
和
二
六
年
、
法
律
第
九
九
号
）
「
金
銭
の
給

付
塗
目
的
」
と
す
る
場
合
〕
が
通
用
さ
る
べ
き
場
合
で
あ
る
。
ｌ
沖
縄
に
お
い
て
は
、
無
尽
業
法
（
一
九
五
三
年
立
法
第
六
九
号
）

は
、
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
場
合
も
適
用
が
あ
る
（
同
法
第
二
条
）
。
相
互
銀
行
法
（
一
九
五
三
年
立
法
第
六
八
号
）
も
金
銭
の
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判
例
は
、
こ
の
点
に
関
し
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
頼
母
子
講
世
話
人
ハ
講
則
ノ
規
定
其
他
特
別
ノ
証
拠
ア
ル
一
一

非
サ
レ
ハ
各
当
識
者
二
対
シ
講
員
ヨ
リ
ノ
掛
込
金
ノ
有
無
如
何
一
一
拘
ラ
ス
世
話
人
月
ラ
自
己
ノ
出
指
ヲ
以
テ
当
鍍
金
ヲ
払
展
ス
ヘ
キ
義

務
ナ
シ
。
頓
母
子
識
ノ
世
話
人
二
右
ノ
慣
習
ア
リ
ト
ノ
主
張
ハ
証
拠
ナ
ケ
レ
ハ
採
用
セ
ス
」
（
東
京
控
判
犬
一
一
一
・
一
一
一
・
一
九
法
律
新
聞
九
五

五
・
一
一
五
）
。
さ
ら
に
、
「
…
…
本
会
は
、
各
会
員
に
於
て
毎
月
少
許
の
金
員
を
貯
蓄
し
之
を
共
同
利
殖
す
る
を
以
て
目
的
と
す
る
旨

の
規
定
、
満
会
の
際
に
は
清
算
を
遂
げ
利
益
の
分
配
を
為
す
旨
の
規
定
、
業
務
担
当
者
の
選
任
、
辞
任
、
除
名
、
報
酬
金
等
に
関
す
る

規
定
に
徴
す
る
に
、
本
件
貯
金
会
は
控
訴
人
等
の
経
営
す
る
事
業
に
あ
ら
ず
し
て
民
法
上
の
組
合
に
該
当
し
、
業
務
担
当
者
は
、
…
…

給
付
を
目
的
と
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
（
同
法
第
二
条
）
。
さ
ら
に
、
出
資
の
受
入
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
等
に
関
す
る
立

法
（
一
九
五
五
年
立
法
第
七
三
号
）
第
十
条
は
、
営
業
と
し
て
行
な
わ
れ
な
い
い
わ
ゆ
る
個
別
的
頼
母
子
講
に
対
し
て
、
「
そ
の
規
模

が
大
き
く
公
共
の
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
行
政
主
席
の
指
定
す
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
行
政
主
席
が
業
務

の
報
告
を
求
め
、
職
員
を
し
て
業
務
の
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
１
．

要
す
る
に
、
頬
母
子
譜
を
め
ぐ
る
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
に
、
具
体
的
に
そ
の
規
約
、
慣
習
（
注
意
す
べ
き
点
は
、
識
の
慣
習
的
規
範

は
、
多
く
の
点
で
外
形
的
に
固
定
的
な
彪
式
に
固
定
す
る
に
至
っ
て
な
い
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
し
、
慣
習
規
範
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
を

近
代
法
の
法
的
鞄
嚇
に
「
構
成
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
構
成
」
の
際
に
は
、
そ
れ
が
作
用
し
て
来
た
伝
統
的
な
社
会
構
成
の
機
能
が

破
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
に
お
い
て
伝
統
的
規
範
の
改
変
も
必
要
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
川
島
・
渡
辺
「
識
の
慣
行
と
農
村
生
活
（
一
一
。
完
）

法
学
協
会
雑
誌
六
一
一
巻
九
号
六
一
一
頁
）
、
当
事
者
の
明
示
な
い
し
黙
示
の
特
約
等
を
考
慮
に
入
れ
て
頼
母
子
講
の
法
律
的
性
質
は
判
断
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
頬
母
子
麩

・
学
説
で
あ
る
。

頬
母
子
識
の
業
務
執
行
者
の
給
付
金
交
付
に
関
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、
集
団
的
頬
母
子
識
の
場
合
に
は
否
定
す
る
の
が
判
例
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自
己
の
財
産
を
以
て
払
戻
を
な
す
の
義
務
な
き
こ
と
明
ら
か
に
し
て
…
」
と
す
る
判
例
（
東
京
控
判
大
一
一
一
・
一
一
一
・
二
三
法
律
新
聞
九
四
一
一
一
・

二
五
）
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
業
務
執
行
者
は
掛
金
の
不
払
が
あ
る
と
き
で
も
原
則
と
し
て
そ
の
部
分
を
自
己
の
個

人
財
産
で
弁
済
す
べ
き
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
解
さ
れ
る
（
前
掲
判
例
以
外
に
も
、
犬
判
明
三
○
・
一
一
一
・
二
民
録
三
・
一
一
・
一
○
も
同

旨
）
。
ま
た
、
落
札
金
請
求
訴
訟
で
業
務
執
行
者
が
自
己
の
名
で
被
告
と
な
り
敗
訴
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
業
務
執
行
者
は
自
己
の
個

人
財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
さ
れ
る
こ
と
ば
な
い
と
す
る
次
の
判
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
・
・
…
・
確
定
判
決
た
る
債
務
名
義
の
執
行

力
は
、
該
確
定
判
決
が
給
付
を
為
す
べ
き
旨
命
じ
た
る
当
事
者
及
給
付
の
内
容
の
範
囲
に
於
て
存
す
る
も
の
に
し
て
固
よ
り
当
事
者
の

表
示
及
主
文
に
依
り
て
定
ま
る
べ
し
と
雛
も
、
単
に
確
定
判
決
の
主
文
の
文
字
又
は
当
事
者
の
表
示
の
形
式
の
み
に
依
り
て
之
を
判
断

す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
判
決
に
掲
げ
ら
れ
た
る
事
実
及
理
由
を
綜
合
し
て
之
を
確
定
す
べ
き
も
の
と
調
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
し
こ

う
し
て
、
被
控
訴
人
が
共
愛
講
の
幹
事
な
る
こ
と
は
当
事
者
に
争
い
な
く
・
・
…
・
本
件
債
務
名
義
た
る
判
決
は
、
当
事
者
と
し
て
単
純
に

本
件
当
事
者
の
氏
名
を
掲
げ
主
文
に
於
て
本
件
被
控
訴
人
は
控
訴
人
に
対
し
一
定
の
給
付
を
為
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
旨
記
赦
せ
ら
れ

た
る
こ
と
を
認
め
得
れ
ど
も
、
更
に
…
…
控
訴
人
は
該
判
決
を
求
む
る
請
求
原
因
た
る
事
実
と
し
て
、
控
訴
人
は
被
控
訴
人
等
を
幹
事

と
す
る
共
愛
講
に
加
入
し
、
議
事
金
を
受
領
す
べ
き
要
件
を
具
備
す
る
に
至
る
莚
以
て
、
右
講
に
於
け
る
事
務
を
処
理
す
べ
き
責
任
を

有
す
る
幹
事
た
る
被
控
訴
人
に
対
し
之
を
請
求
す
る
旨
主
張
し
、
裁
判
所
は
右
事
実
を
認
容
し
、
被
控
訴
人
は
共
愛
識
の
代
表
者
と
し

て
講
事
金
一
切
の
事
務
を
処
理
す
べ
き
権
限
並
責
任
を
有
す
る
左
以
て
講
事
金
を
支
払
う
べ
き
も
の
と
為
し
た
る
も
の
に
し
て
之
を
其

主
文
に
照
せ
ぱ
、
共
愛
講
の
幹
事
た
る
本
件
被
控
訴
人
は
、
共
愛
講
の
財
産
を
以
て
…
…
金
員
を
支
払
う
べ
き
旨
命
じ
た
る
も
の
な
る

こ
と
を
認
む
る
に
十
分
な
り
…
：
．
」
（
東
京
控
判
昭
七
・
一
一
一
・
二
七
法
律
新
聞
三
五
一
五
・
六
）
。
た
だ
し
、
識
規
約
ま
た
は
地
方
の
慣
習

に
よ
っ
て
特
に
責
任
を
負
う
も
の
と
定
め
る
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
に
従
っ
て
責
任
を
負
う
（
名
古
屋
地
判
屋
月
日
不
明
〕
法
律

新
聞
九
一
一
七
・
一
一
五
は
豊
橋
地
方
に
於
て
は
、
世
話
人
に
講
金
支
払
に
関
し
其
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
各
講
員
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
慣
習
あ
る
こ



琉大法学第１１号（1970） 126

学
説
も
同
様
に
集
団
的
頬
母
子
識
の
業
務
執
行
者
の
給
付
金
交
付
に
関
す
る
責
任
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
集
団
的
頬
母
子
識
が

組
合
類
似
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
民
法
第
六
七
一
条
の
趣
旨
に
よ
っ
て
委
任
に
関
す
る
第
六
四
四
条
な
い
し
第
六
五
○
条
が

（
類
推
）
適
用
さ
れ
る
と
す
る
（
戒
能
・
無
尽
法
三
一
一
頁
、
由
井
・
頬
母
子
識
と
其
の
法
律
関
係
一
七
○
頁
、
注
釈
民
法
（
打
）
四
○
二
頁
）
。
特

に
第
六
四
四
条
が
（
類
推
）
適
用
さ
れ
る
結
果
、
業
務
執
行
者
は
、
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
を
以
て
掛
金
の
取
立
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
識
員
よ
り
の
掛
金
支
払
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
自
己
の
出
損
を
以
て
当
識
ま
た
は
落
札
者

に
講
金
の
給
付
を
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
責
任
は
な
い
（
戒
能
・
前
掲
響
三
三
頁
、
曲
井
・
前
掲
書
一
七
一
一
頁
、
我
妻
。
債
権
各
論
（
中
巻
二
）

八
五
七
頁
、
注
釈
民
法
（
灯
）
四
○
二
頁
）
。

こ
れ
に
反
し
、
個
別
的
頼
母
子
講
の
場
合
に
は
、
判
例
・
学
説
と
も
に
業
務
執
行
者
の
給
付
金
交
付
に
関
す
る
責
任
を
肯
定
す
る
。

例
え
ば
、
山
形
地
判
昭
二
九
・
四
・
二
八
（
下
民
五
・
四
・
五
六
八
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
発
起
人
の
責
任
を
認
め
て
い
る
。

「
…
…
本
件
各
組
講
の
実
体
は
組
合
的
な
も
の
で
は
な
く
、
被
告
と
会
員
と
の
間
に
識
契
約
が
締
結
さ
れ
、
被
告
と
各
会
員
と
の
間
に

識
関
係
が
成
立
す
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
各
組
講
は
、
組
合
的
な
識
の
形
式
を
と
る
も
の
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
右
の
識
契
約
の
実
体
に
応
じ
て
被
告
は
他
の
会
員
が
掛
金
を
払
い
込
む
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
法
律
上
当
然
に
掛
金
の

返
還
給
付
金
の
交
付
等
の
責
任
を
負
う
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
」
（
な
鮨
、
仙
台
高
判
昭
二
六
・
二
・
一
二
高
裁
民
集
四
・
二
・
一
一

・
三
、
中
央
巡
回
裁
判
所
判
決
一
九
六
五
・
一
一
・
一
一
四
裁
判
所
報
五
五
号
一
頁
、
同
巡
回
裁
判
所
判
決
一
九
六
五
・
七
・
八
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
例
集

一
一
一
一
・
一
三
一
一
、
同
巡
回
裁
判
所
判
決
一
九
六
六
・
一
一
・
一
一
一
（
一
九
六
四
年
、
第
一
一
一
七
八
号
）
、
那
覇
地
判
一
九
六
九
・
二
・
一
一
八
（
一
九
六
五
年

何
第
二
七
二
号
。
二
七
三
号
参
照
）
。
学
説
も
、
個
別
的
頓
母
子
識
が
、
特
定
の
講
元
の
責
任
に
お
い
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
識

案
で
あ
る
）
。

と
を
認
め
得
く
し
…
…
」
と
す
る
。
ま
た
、
大
判
昭
一
一
一
一
・
六
・
一
○
法
律
新
聞
四
二
九
八
・
一
二
は
、
識
規
約
に
よ
っ
て
責
任
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
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元
と
各
加
入
者
と
を
両
当
事
者
と
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者
が
契
約
の
内
容
に
従
っ
て
掛
金
の
給
付
を
為
す
義
務
を
負
う

と
同
時
に
、
講
元
は
給
付
金
を
交
付
す
べ
き
義
務
を
負
担
し
、
他
の
講
員
中
に
掛
金
の
滞
納
者
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
そ
の
支
払
を

拒
む
こ
と
を
得
な
い
（
由
井
・
前
掲
書
一
八
八
頁
、
戒
能
・
債
権
各
論
三
七
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
八
五
七
頁
参
照
）
。

③
業
務
執
行
者
の
給
付
金
交
付
に
関
す
る
責
任
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
頬
母
子
識
の
法
律
的
性
質
と
対
応
す
る
関
係
に

あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
に
三
の
個
所
で
掲
げ
た
頼
母
子
講
の
各
タ
イ
プ
の
う
ち
、
①
②
の
タ
イ
プ

に
つ
い
て
は
民
法
の
組
合
規
定
を
適
用
し
て
責
任
が
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
③
の
タ
イ
プ
の
頬
母
子
識
に
つ
い
て
も
民
法
の
組
合

の
規
定
を
（
類
推
）
適
用
し
て
否
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
川
の
タ
イ
プ
と
⑤
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
肯
定
す
る
こ
と
も
妥
当
で
あ

る
。
問
題
は
、
③
の
タ
イ
プ
す
な
わ
ち
、
従
来
の
噸
母
子
識
と
同
様
の
構
成
を
と
り
つ
つ
も
純
粋
の
金
融
機
関
化
し
た
も
の
に
つ
い
て

存
す
る
。
そ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
の
中
に
も
、
具
体
的
に
判
断
し
て
い
け
ば
、
獅
々
の
態
様
が
あ
り
う
る
。
従
っ
て
、
③
の
タ
イ

プ
に
属
す
る
も
の
か
ら
側
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
へ
連
統
的
に
存
在
し
て
い
る
。
特
に
、
か
か
る
金
融
を
主
た
る
目
的
と
し
た
頬
母

子
識
で
あ
っ
て
、
親
（
本
来
は
、
噸
輝
子
識
の
被
救
済
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
）
が
お
り
、
そ
の
頓
母
子
識
を
発
起
し
、
同
時
に
業
務
執

行
者
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
親
・
発
起
人
・
業
務
執
行
者
を
中
心
点
と
し
て
、
そ
の
者
の
営
業
と
な
る
傾
向
が
あ

る
。
従
っ
て
、
業
務
執
行
者
に
掛
戻
金
不
払
に
対
す
る
保
証
責
任
を
負
わ
せ
る
特
約
、
慣
習
が
な
い
場
合
に
は
、
集
団
的
頼
母
子
講
で

あ
る
か
、
個
別
的
頬
母
子
識
で
あ
る
か
を
判
断
し
て
責
任
の
有
無
を
判
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
際
に
は
、
形
式
的
に
識
規

約
等
に
よ
っ
て
判
断
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
成
立
の
事
情
、
そ
の
目
的
、
業
務
執
行
者
（
親
・
発
起
人
で
あ
る
場
合
に
は
特
に
注
意
す

べ
き
）
の
権
限
、
当
事
者
の
意
思
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
に
判
例
を
見
て
み
よ
う
。

○
山
形
地
判
昭
二
九
・
四
・
二
八
下
民
五
・
四
・
五
六
八
「
…
…
右
講
会
は
、
会
員
の
親
睦
を
旨
と
し
、
互
に
勤
倹
貯
蓄
を
図
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り
、
会
員
相
互
に
資
金
の
融
通
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
務
並
び
に
会
金
の
収
支
は
会
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
会
長
及

び
役
員
が
こ
れ
を
掌
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
右
の
よ
う
な
約
款
を
有
す
る
識
は
、
通
常
民
法
の
組
合
類
似
の
法
律
関
係

を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
講
の
性
質
は
必
ず
し
も
約
款
だ
け
で
な
く
、
識
成
立
の
事
情
そ
の
他
講
契
約
を
な
す
際
、

当
事
者
が
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
と
し
て
い
る
諸
事
情
を
も
考
慮
し
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
の
各
組
講
を
主

催
し
て
き
た
者
が
、
被
告
で
あ
る
こ
と
に
、
当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
同
被
告
が
各
組
講
を
自
己
の
事
業
と
し
て
発
起

し
且
運
営
し
て
来
た
こ
と
は
同
被
告
本
人
尋
問
の
結
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
原
告
等
に
お
い
て
も
右
事
実
を
認
識
し
、
同
被
告

の
主
催
す
る
識
に
加
入
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
右
認
定
率
実
と
．
．
…
・
原
告
等
…
…
の
各
尋
問
の
一
部
を
綜
合

し
て
こ
れ
を
推
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
事
実
を
綜
合
す
る
と
、
本
件
各
組
講
の
実
体
は
組
合
的
な
も
の
で
は
な
く
、
被
告
と

各
会
員
と
の
間
に
識
関
係
が
成
立
す
る
菰
類
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
。

○
中
央
巡
回
裁
判
所
判
決
一
九
六
五
・
二
・
二
四
裁
判
所
報
五
五
・
一
被
告
が
四
組
の
日
掛
棋
合
の
識
元
と
な
り
、
座
料
と
し
て

各
模
合
か
ら
二
卯
ず
つ
徴
収
し
、
毎
日
八
卵
を
取
得
し
て
本
件
模
合
に
よ
り
利
益
を
得
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
。
通
補
、
模
合
の
内
容

と
な
る
加
入
者
の
氏
名
、
そ
の
加
入
口
数
、
加
入
金
額
、
そ
の
信
用
状
態
等
を
加
入
者
に
知
ら
せ
な
い
で
講
元
が
自
由
に
決
定
し
た
こ

と
。
代
理
人
を
し
て
識
金
不
払
の
資
任
を
負
う
旨
言
明
さ
せ
て
加
入
を
勧
誘
し
た
こ
と
。
識
元
に
講
金
取
立
の
権
限
が
認
め
ら
れ
落
札

人
に
対
す
る
毎
期
所
定
の
給
付
金
を
そ
の
責
任
に
お
い
て
支
払
っ
て
き
た
こ
と
。
以
上
の
事
情
か
ら
個
別
的
頬
母
子
識
と
認
定
し
て
原

告
か
ら
の
講
金
支
払
請
求
を
認
容
し
た
。

○
中
央
巡
回
裁
判
所
一
九
六
五
・
七
・
八
琉
球
上
訴
裁
判
所
判
例
集
一
三
・
一
’
一
三
「
…
…
そ
の
模
合
が
組
合
類
似
の
も
の
か
、

個
別
的
模
合
で
あ
る
か
を
区
別
す
る
に
つ
い
て
は
、
…
：
。
単
に
譜
契
約
書
又
催
組
合
規
約
等
の
形
式
的
書
類
に
よ
り
区
別
す
る
の
ば
、

社
会
一
般
の
識
規
約
が
あ
ま
り
に
も
形
式
的
に
な
り
勝
ち
な
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
実
体
に
そ
ぐ
わ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
、
右
区
別
は
現
実
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○
那
覇
地
判
一
九
六
八
・
九
・
一
七
（
一
九
六
四
年
⑰
第
二
六
一
一
一
号
）
「
被
告
は
、
日
掛
二
○
弗
模
合
二
組
、
日
掛
一
一
一
○
弗
模
合
二

組
、
月
掛
一
○
○
弗
の
一
五
日
会
、
月
掛
二
○
○
弗
の
七
日
、
二
七
日
会
の
各
模
合
の
講
元
で
あ
る
…
…
」
。
…
…
「
右
各
講
が
営
利

当
で
あ
る
」
。

に
行
な
わ
れ
て
い
る
識
に
つ
き
満
の
発
起
加
入
お
よ
び
運
営
等
事
情
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
…
…
被
告
は
、
一
五

組
以
上
に
の
ぼ
る
模
合
を
発
起
し
講
元
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
被
告
は
、
自
己
が
講
元
と
な
っ
て
い
る
模
合
に
事
務
員
一
人
を
雇
入
れ

て
い
る
こ
と
。
原
告
は
、
本
件
各
模
合
に
加
入
す
る
に
際
し
被
告
た
る
講
元
を
信
頼
し
加
入
し
た
こ
と
。
議
員
の
名
義
変
更
に
つ
き
識

員
全
体
の
決
議
を
経
る
こ
と
な
く
、
被
告
た
る
講
元
が
こ
れ
を
許
し
た
こ
と
。
．
．
…
・
等
の
事
情
を
綜
合
し
て
、
「
被
告
は
業
と
し
て
模

合
を
発
起
し
、
自
ら
掛
金
お
よ
び
給
付
方
法
等
そ
の
他
模
合
運
営
の
方
法
を
定
め
、
模
合
加
入
者
を
勧
誘
し
、
そ
の
加
入
者
と
個
別
的

に
講
元
で
あ
る
被
告
間
に
模
合
契
約
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
」
。

○
中
央
巡
回
裁
判
所
判
決
一
九
六
六
・
二
・
一
二
（
一
九
六
四
年
口
第
一
一
一
七
八
号
）
被
告
は
、
本
件
模
合
発
会
の
頃
、
民
間
金
融

を
業
と
し
て
営
ん
で
お
り
、
本
件
模
合
の
外
に
、
一
五
組
の
模
合
の
講
元
を
し
て
お
り
、
そ
の
雇
人
を
し
て
事
務
を
と
ら
せ
て
い
る
こ

と
。
被
告
は
座
料
と
し
て
毎
回
一
○
弗
を
落
札
者
か
ら
徴
収
し
て
い
た
こ
と
。
講
員
は
、
ほ
と
ん
ど
被
告
が
募
集
し
、
そ
の
加
入
決
定

も
被
告
が
な
し
、
加
入
当
時
講
員
は
他
の
講
員
が
何
者
で
あ
る
か
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
「
自
分
は
金
融
会
社
を
持
っ
て

お
り
、
一
○
万
弗
位
の
資
産
も
あ
る
。
私
が
責
任
を
持
つ
か
ら
入
っ
て
く
れ
」
と
勧
誘
し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
。
被
告
は
、
本
件
模
合

が
破
綻
状
態
に
陥
っ
て
後
、
訴
外
人
Ａ
に
対
し
て
自
己
所
有
の
土
地
建
物
を
処
分
す
れ
ば
何
と
か
な
る
と
話
し
て
い
た
こ
と
。
…
…
…

「
以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
模
合
の
実
体
は
、
通
常
の
組
合
的
性
質
の
模
合
の
域
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
と
各
講
員
間

に
は
、
個
別
的
模
合
関
係
が
存
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
被
告
は
、
本
件
模
合
の
運
営
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
各
講
員

に
対
す
る
講
金
の
給
付
に
つ
い
て
議
員
が
掛
金
支
払
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
自
ら
責
任
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
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五
、
判
旨
は
、
以
上
述
ぺ
て
来
た
学
説
・
判
例
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
妥
当
で
あ
る
。
本
件
模
合
会
が
組
合
類
似
の
性
質
を
有
す

る
と
の
判
断
は
、
本
件
事
案
に
お
け
る
現
実
の
譜
関
係
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
組
合
類
似
と
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り

具
体
的
に
妥
当
な
結
論
（
管
理
人
の
落
札
金
支
払
に
関
す
る
責
任
の
否
定
）
を
導
出
す
る
た
め
の
法
的
構
成
に
す
ぎ
な
い
の
か
は
、
判

決
に
あ
ら
わ
れ
た
事
実
関
係
だ
け
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
実
の
識
関
係
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

た
だ
、
問
題
と
な
る
の
は
、
本
判
決
中
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
当
裁
判
所
が
本
件
と
同
種
の
一

九
五
二
年
㈹
第
一
四
号
事
件
に
つ
い
て
一
九
五
二
年
四
月
二
一
一
日
言
渡
し
の
あ
っ
た
判
決
に
よ
る
と
、
民
法
組
合
の
性
質
を
帯
び
る
模

合
に
お
い
て
、
管
理
人
は
落
札
者
が
確
定
し
た
と
き
は
、
模
合
出
資
金
を
取
り
ま
と
め
落
札
金
を
規
約
に
従
っ
て
交
付
す
べ
き
責
任
を

負
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
未
払
込
金
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
等
未
給
付
落
札
者
に
つ
い
て
給
付
義
務
が
あ
り
、
そ
の
履
行
と

し
て
一
般
的
に
管
理
人
に
対
し
て
こ
れ
が
支
払
を
請
求
し
得
る
趣
旨
に
判
示
し
て
い
る
」
が
「
特
約
な
き
場
合
の
組
合
の
性
質
を
帯
び

る
模
合
管
理
人
の
落
札
金
支
払
義
務
は
取
り
入
れ
模
合
金
の
現
存
す
る
限
度
で
あ
る
と
解
す
べ
き
」
だ
か
ら
「
そ
の
限
度
で
右
判
例
は

変
更
さ
れ
た
も
の
と
す
」
と
本
判
決
が
判
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
告
理
由
（
第
一
点
）
で
こ
の
一
九
五
二
年
四
月
二

二
日
判
決
を
本
件
と
同
事
業
で
、
管
理
人
に
落
札
金
支
払
の
責
任
を
認
め
た
判
決
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
の
に
影
響
さ
れ
て
か
、
本

判
決
も
右
判
例
を
誤
解
し
て
い
る
。
右
一
九
五
二
年
四
月
二
二
日
の
判
決
は
、
「
『
模
合
出
資
金
は
、
組
合
財
産
と
し
て
総
組
合
員
の

共
有
に
属
し
組
合
員
は
組
合
契
約
に
従
っ
て
、
給
付
を
受
く
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
落
札
者
た
る
組
合
員
だ
か
ら
と
て
単
一
組
合
員

と
し
て
…
…
未
納
者
に
対
し
取
立
と
為
し
得
ぺ
き
筋
合
の
も
の
で
は
な
い
』
…
…
…
『
而
し
て
、
本
件
に
お
い
て
落
札
人
た
る
被
上
告

人
に
対
し
模
合
契
約
に
従
っ
て
絵
付
す
ぺ
き
義
務
（
落
札
者
が
確
定
し
た
と
き
は
、
模
合
出
資
金
を
と
り
三
と
め
て
落
札
金
を
規
約
に

任
を
負
う
旨
判
示
し
た
。

性
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
識
の
形
態
自
体
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
て
、
掛
戻
金
不
払
の
場
合
に
も
被
告
が
責
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従
っ
て
交
付
す
べ
き
義
務
）
を
負
う
上
告
人
等
は
、
民
法
上
の
業
務
執
行
者
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対
し
義
務
腱
行
請
求
の

訴
を
提
起
す
る
の
は
、
民
訴
法
上
許
容
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
で
、
講
学
上
職
務
上
の
当
事
者
と
は
こ
れ
を
言
う
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯

様
な
訴
訟
に
お
い
て
は
、
被
告
た
る
業
務
執
行
者
は
自
分
の
名
に
於
て
組
合
の
為
に
訴
訟
行
為
を
為
す
も
の
で
あ
る
。
…
…
従
っ
て
、

上
告
人
等
は
組
合
と
は
な
れ
て
当
事
者
と
な
っ
て
居
る
の
で
も
な
く
又
組
合
財
産
と
は
な
れ
て
支
払
を
命
ぜ
ら
れ
て
居
る
の
で
も
な

い
』
」
と
判
示
し
て
、
業
務
執
行
者
に
つ
き
、
落
札
金
請
求
訴
訟
の
被
告
適
格
を
承
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
同
旨
大
判
昭
一
一
一
・
五
・

二
法
律
新
聞
一
一
八
七
八
・
一
一
一
）
。
従
っ
て
、
本
件
と
同
種
の
事
件
で
も
な
く
、
本
件
判
旨
と
抵
触
す
る
点
も
な
い
の
で
、
本
件
に
よ
り

変
更
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
判
旨
の
こ
の
部
分
は
失
当
で
あ
る
。


